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前立腺癌は,今 我が国で最 も増加 している癌であ

る.す なわち,黒 石の予測によれば,我 が国の前立腺

癌死亡は2015年 には14,000人 弱に達 し,1990年 の実測

値に比べた増加率は3.9倍 で,こ れはあ らゆる臓器の

癌のうち最高である.因 みに第2位 は胆嚢胆管癌,第

3位 は肺癌(男 子癌中で)で ある.ま たこの増加率 を

世界各国のそれに比べると,我 が国はメキシコに次い

で世界第2位 である。すなわち我が国の前立腺癌は,

ほかのどの臓器にも増 して,ま たほかのどの国にも増

して急増中なのである.米 国では,1995年 から前立腺

癌罹患者数は男子癌中第1位 となり(死 亡者数では肺

癌についで第2位),ま た北欧諸国ではずっと以前か

ら死亡者数で も第1位 であるという事実は,泌 尿器科

医なら誰でも一応の知識として理解 しているであろう

が,現 実に我が国で,今 から20年後にはこの癌が国益

を大 きく損 じるきわめて重要な癌となるであろうこと

を,は っきりと認識 している泌尿器科医がどの くらい

いるだろうか。私たちの自然史の研究によれば,前 立

腺に1個 の癌細胞が発生 してから患者が外来に現れる

まで,平 均40年 の年月が必要である.2015年 のための

癌対策は,今 す ぐに始めてもすでに手遅れとさえいえ

る.こ のシンポジウムでは,不 十分ながらも現在我々

が手 にしている癌対策のい くつかを,例 示することが

できたら幸甚である.
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